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福 祉 教 育 に つ い て の 提 言
村 上 尚 三 郎
われわれが児童に理解 させねばならないのは,幸 福になるための要件は,各 人の能力に相応
した実現可能な目標を手近かなところに据え,こ れを達成すること であって,あ まりに も遠
い,そ れゆえに決 して到達 し得ない目的に向って,自 らの心をいらだたせ,悩 ませることでは
ないということである。われわれはいつの時代に も変ることなきこの世の不正を,児 童の目か
らおおいか くすことな く,現 世のかぎ りない幸福は,権 力や,智 力や,財 力によっては得 られ
ぬことを,彼 らに感得せしめねばならない。そして,幸 福とは,様hな 条件のもとで見出しう
るものだということ,わ れわれ各人は,喜 びと悲しみとをこもごもにもちあわせるものだとい
うこと,そ して大事なのは,諸 個人の能力に調和しその人間性を具現できる行動 目標を発見す






1は じ め に
教育の場において,社 会福祉的なものの見方,考 え方をつちかい,そ の実践性を高める,つ








ここで,理 念的な問題にふれるならば,昭 和46年6月 の中教審答申は,「 第1章 今後の社
会における学校教育の役割」において,人 間形成過程における問題を多面的に理解するための
一・側面として,
「社会生活を営む人間として,さ まざまな人間関係を結び,社 会的活動に進んで参加し,そ の




また,小 ・中 ・高一貫 した教育体系の問題においても同答申は,
「小学校から高等学校 までの教育課程の一貫性をいつそう徹底する……」
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とい う観念的な表現のみで,と くに基」:71育の充実徹底を強調し,そ こには内容の面における














産 業な どによる各種 の公害 か ら国民の健康 や
生活環境 を守 ることが きわめて大切 であ ること
を具 体的事例 に よって理解 する とともに(中
略),こ れ らの問題 の計画的 な解 決 が重要 であ
ることを考え る。
公 害に関連 した学 習では,大 気 の汚染,水 質
の汚濁,土 壌の汚染,騒 音,振 動,地 盤 の沈下,
悪臭 等に よる各種 の公害 の事例 の中か ら適切 な
もの をと りあげ,公 害 の防止 が国民の健康 を保
護 し,生 活環 境を保 全するために きわめて大切
であ ることを理解 させ(以 下略)。
旧
産 業によ る公害 な どが生活環境 を守 る努
力を続 けている都市 の事例(中 略)な どを
とりあげ,こ うした問題 の計画的 な解決が
今後 ます ます重要 になってい くことを考え
る。
注意 しなければな らないのは,産 業公害
の問題 を扱 うといって も,た とえば企業 を
悪者 として糾弾 させるこ とが 目的 では ない
し,開 発 と自然美 や文化財 の保護の どちら
が優先 すべ きか とい う単純 な結論 を出 させ











産 の集中が進む中での消費者 保護(中 略),お
よび産業な どに よる各種 の公害 を防止 して,国
民の健康 の保護や生活環 境の保全 を図 ることが
必 要 であ ることを理 解 させる。その際,人 間尊
重や国民福祉の立場に立 って,国 や地 方公共団
体の役割 を理 解 させ るとともに,個 人 や企業な
どの社会的責任について考 え させ る。
国民生活の向上 のためには,生 産 の集中
が進む中での消費者保護,住 宅 ・生活環境
施設 の整備,公 害 の防除(中 略)な どを図
り,経 済の発展 と国民の福祉 の増大 とが結
びつ くことが必要 である ことを理解 させ る。
その際,個 人 や企 業などの社会的責任 につ
いて も考え させ る。
などで,「 経済発展 と国民福祉の調和」の考え方をすて,と か く 「企業寄 り」の批判があっ
た記述を改めた点,ま た,公 害から国民の健康 と生活環境を守 ることの重要性や人間尊重,国
民福祉の立場を強調した点が注目される。)
2福 祉教育へのアプローチ
福祉教育の展開は もとより,福 祉に関する倫理的内容の権威的注入,観 念的詰め込みを意味
するものでは決してない。まして,こ のための 「特別のカリキユラム」を用意するものでもな
い。道徳教育が単に,道 徳の時間内でまっとうされるものでないと同様,福 祉教育もまた単 に
















役割 の協 同 ・分化
つぎに,お よそ福祉教育が効果的に展開
するためには,学 校教育においては,す べ




ところで,こ の 「学習の主体化」 とい う
姿勢のあり方には,つ ぎに示すように一つ
の方向性(領 域)が 相関し,作 用 している
と思われる(図1)。










(学習内容 をとお してつ ちかわれ るもの と,学 習活
動 を とおして育 てられ る ものとの二者 を示す。前者
は 「ものの見方 ・考 え方」 を主 たる領域 に もち,後
者 は 「集団 のなか にお ける自己 のあ り方」 を問題 と
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(3)市(町,村)の 人 々の健康 を守 った り,災 害に対処 する活動が,い ろい ろなか たちで,し か も組
　 　 　 る 　 む 　 　 り 　 り む む の 　 む 　 　e
織的 に行な われ てい る様子 を理解 させ,地 域の生活 では住民全体 の福祉 とい うことが たいせ つな問
り 　 り む 　 　 の 　 　 　 　 り
題 であ ることを考え させ る。
ア 市(町,村)の 環境衛生,た とえば上下 水道,じ んあいの処理な どの問題 について,以 前 に比
べ て改善 されて きた状態や現在の人hの 願 いを理 解す ること。
イ 市(町,村)の 人 々が風 水害や火災にあった過去の事 例,現 在の災害 対策な どを調べ,い ろい
ろな組 織や施設がそのために相互に関連 をもちなが ら,た いせつな役割 を果た してい る様子 を理
解 すること。
ウ 住 民全体の健康 や安全 を守 る活動や計画には,市(町,村)の 人 口,集 落,地 形 な どが重要な
条件にな ってい ることを理 解す るとともに,特 に これ らの活動や計画には地域相互 の協 力体制 も
必要な ことな どを考え ること。
小 学校5年
(5)産 業の発展,国 土の開発 とともに,日 本 の社会 にはみんなの協 力や計画 的な方法 で解決 しなけれ
　 　 　 の 　 　 　 　 　 の 　 　 　 　 　
ぱな らない問題 も生 じてい ることを考 え させ,政 治のはた らきや国民全体 の福祉 に対 す る関心 を深
　 　 る る
め させ る。 ・
ア 産業 な どによる各種 の公害 か ら国民の健康 や生活環境 を守 ることが きわめてたいせつであ るこ
とを具 体的事例 によって理 解す るとともに,地 域開発 と自然 や文化財 の保護 に関連 した問題 な ど
を とりあげ,こ れ らの問題 の計画的な解 決が重要 である ことを考え る。
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イ 産業 の発展,社 会生活 の合理化 に伴 って,人 々の余暇の過 ごし方,消 費生 活の くふ うもたいせ




(省略),国 民経 済の調和の とれ た発展 とその成果が国民 の福祉の増大に結びつ くことによって経済
生活が豊かにな ることを理解 させ る。 また,日 本経済 と世界経済の結びつ きを認識 させ,日 本経 済
を発展 させ経済生活 を向上 させ よう とする意欲 と態度 を養 い,公 民 として必要な経 済的教養の基礎
をつちか う。
エ(省 略),国 民生活 の向上 や福祉 の増大 のためには,生 産 の集 中が進 むなか での消費者保護,住
宅 ・生活環 境施設 の整備および,産 業な どによ る各種の公害 を防止 して,国 民 の健康 の保護や生
活環境 の保全 を図る こと蝉 要 である ことを理 解 させ る。その際,人 間尊重 や国民福祉 の立場 に
立 って,国 や地 方公 共団体 の役割 を理解 させる とともに,個 人や企 業な どの社会的責任 につい て
考 え させ る。
傍点筆者
となっているが,
小3-→ 小5-→ 中3と い うスタイルでは,学 年順次の発達段階にそっての系統的(社 会認識
の),機 能的(社 会福祉の)発 展はみられないのである。 さらに,現 場教師の多 くはこうした
学習指導要領の内容をじゅうぶん理解 して指導 しているだろうか とい う疑問が生ずる。









時事単元(TopicUnit)を 教師の側で意図的に構成 し,時 宜をとらえて展開することである・
ここで用いられる福祉に関する日々の報道資料は,た とえば,
○ 絶対的に不足 している社会福祉施設の現況 とその対策
○ 障害をもつ子 どもたちをめ ぐる生活,教 育上の諸問題
○ 老人や子どもの年金制度や手当制度
○ 寝たきり老人や母子家庭の実情,長 欠する子 どもの実態,青 少年非行の動機 ・背景など
○ 公害にとりくむ他地域の子どもたち,住 民運動の概要
○ 公害裁判のな りゆき,そ の経過ならびにその結果




な ど挙げられようが,こ うしたイソフォーメーシ ョソをつ とめて リアルに,学 年の発達に応 じ
て子 どもたちに提供し,か れらの問題意識にまで高めるための,創 造的な努力を継続するとい
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う もの で あ る。
この 場 合,教 師 の社 会 福 祉 観 と,そ れ を教 育 の す べ て の 活 動 の な か で,子 ど もた ち の 学 習 活
動 と どの よ うに結 びつ け よ うか とい う教 育 観 が,教 師 の 指 導 姿 勢 の 根 底 に 存 在 して い な け れ ば
な らな い こ とは も とよ りの こ とで あ る。
さ る昭 和45年 の い わ ゆ る 「公 害 臨 時 国 会 」(公 害対策基本法 な ど公害 関係法が改正 され たため,従
来の学習指導要領の内容の後進性が批判 をあび,文 部省 をして,小 ・中学校の指導要領,指 導 書,児 童 ・
生徒用教科書の公害関係記述 を改定告示 させ るにいた った。)以 来,「 公 害 学 習 」 の必 要 とそ の方 法 が
ク ロー ズ ア ップ され て き た。 こ う した動 き の なか で 「(省略)政 府 はr産 業 と福祉の調和』な どと騒
いでい るが,理 在の 日本は産 業優先 で,真 の福祉は どこにあ るので しようか。 福祉があ るとい うのな ら,
康子 ちやん(筆 者註,四 日市公害におけ るぜんそ く患者小学4年 の北田康 子ちやん,市 当局 に訴 え の手紙
を出す。)の ゼ ンソクをなおす ことぐらいは簡単 でしよう。 また教 育は,せ め て公害 に対 して 疑問を抱 い
ている現在 の子 どもに,公 害の実態を教 え工 場のエ ン トツか ら身 を守 る方法 を指導 する ことは 当然 ではあ
りませんか。それなのに,政 治 と教 育は公害教 育か ら逃 げ回ってい る。政 治 と教 育が公害教育 か ら顔 をそ
むけて も,子 どもは訴え るで しよ う。 『なぜの どがいたむの』 『なぜ苦 しいの』 と。政 治家 や教育者 のみ
なさん。今 か らでも遅 くはあ りません。あすの 日本 を背 お う子 どもには 『公害教育』 は必要 です。」(兵 庫
県 中学 生男子15才)一 昭,46,1,28朝 日一 と うった え る子 ど もた ちの 真 摯 な声 に 関係 者 は耳 を
傾 け な い わ け には い か ない 。 事 実,今 日,水 俣 ・四 日市 ・大 阪 な ど先 進 地 だ け でな く,全 国 的
に この教 育 の 実 践 が と り くまれ て い るが 必 ず し も じ ゅ うぶ ん な 成果 が あ げ られ た とい う段 階 に
ま で及 ん で い な い実 状 で あ る 。
この教 育 も福 祉 教 育 の今 日的分 野 で あ って,小 ・中 ・高一 貫 し た系 統 の も とに展 開 され る こ
とが 望 ま しい の で あ る(問 題の性格上,す でに指摘 した 「時 事単 元」 でと りあげる場合 も多 いであろ う
が)。
こ う した観 点 で学 習指 導 要 領 を分 析 す る と,完 全 な か た ち の もの で は な いが,い ち お う関 連
性 を もち得 る指 導 系統 は考 え られ る(後 出,資 料1「 小 ・中 ・高等 学校 に お け る公 害 に 関 す る
指 導 」 参 照)。 何 れ に して も この教 育 の展 開 に あ た っ て は教 師 の 側 で周 密 な指 導 計 画 とあ わ せ
て資 料 の整 備 が 期 待 され る と ころ で あ って,皮 相 的,形 式 的 に 終 わ る こ との な い よ う じ ゅ うぶ
ん配 慮 さ れ な け れ ば な らな い 。
〔もっ とも,公 害 の学 習は単 に社会科教育 の領 域内 でよ しとす るもの ではない。 い うまで もな く,「 子 ど
もの発達段階を考慮 した ところの,公 害 に関す る自然科学 的認識 ・考察 を深め,公 害対処 の 基礎的能力 ・
態度 を養 う」意味か ら理科教 育の分野 において も積極的にすすめ られなければな らない。 関連 する学習内
容 としてはつ ぎの ものが考え られ るであろ う。
△小 学校(内 容A「 生物 とその環 境」において)
4年 植物 の成長,5年 植物 の成長,魚 のか らだのつ くりやはた らき,6年 植物 のか らだのつ く り
やはた らき,水 中の小 さな生物
△ 中学校(主 として第2分 野 において一3年 一)
⑪ 自然界 のつ りあい とその保護
ア自然界のつりあい{蹶 齢 飜纛 1醜襯 こ軅 禦懲 鷹 篭碧己鷙
こ と 。
イ…利一 騰 難 蕭ll島1禦鬻1翻 ∵




物理内容騨 譱 露 蘇 質の驃
化学内容 大 気汚染,水 質汚 濁および土壌の汚 染
生物内容 生物 と環境 との関連,生 命 の尊 重 と生物 の保護利用
地学内容 自然の保護 ・利用
※番号,記 号 は指導要領 による。
なお,厂 理科」のほかに 「保健 体育」,「家庭 」 も公害学習に重要 な位置 にある ことを付 言 しておか
なければな らない。〕
さて,こ れまで主 として社会科における福祉教育について考察をすすめてきたのであるが,
つぎに同和教育をとおしての福祉教育 というものを考えてみたい。 とい うのは,同 和教育は教
科教育のなかに くみこまれてこそいないが,そ の性格上,教 科 と同じ重要なウエイ トをもつ も
のと考えるからである。同時に,同 和教育は,自 分たちの生活経験を土台に,現 実の地域社会
を科学的に認識することからはじまって,自 分たちの実践力をよびおこしなが ら 実践力に
訴えながら 学習が展開されるとい う過程をたどるからでもある。
筆者は同和教育即福祉教育(道 徳教育も同様である)で あると考えている。 福祉教育をきわめ
てマクロにとらえるならば,同 和教育 もこの範ちゆうに包括 され,重 要な一分野 として位置つ
くものだと思っている。
そうした意味で,こ こに提示する実践 レポー ト(後 出,資 料2同 和教育指導資料 「近所の
ひとびとの協力と生活の改善」一小学校中学年用一 大阪府同和教育研究協議会)は,福 祉教
育に関心 を寄せるわれわれに多大な示唆を与えて くれる。同和教育の本質を,そ の能動的学習
性格とあわせて,(き わめて至近距離で)示 してくれる。
この実践レポートの展開概要は,
「地域社会の人々の具体的ニー ドを,子 どもたちが肌 で感じ,か らだをとおして把握するこ
とによって,人 々の生活が具体的に阻害(差 別)さ れている事実を見つめ,生 活の向上のため
には,地 域社会に公共 の各種施設が 必要であることを認識 し,ま ちの診療所についての学習
(設置までの経緯と現状における機能,お よび地域社会への貢献度など)を 中心に,そ れらが
どうい う社会的意味(部 落解放 とその必要性)と つながっているのかという考察をすすめ,人
々の協力のいかにたいせつであるかを認識し,1終 局的に自己の望 ましいあ り方を追求する。」
というものである。
小学校の中学年で,こ れだけ高質な内容がきわめて リアルに展開され,子 どもたちに定着す
るのである。
この展開を終えたあとで,指 導者は反省 としてつぎのような留意点(計 画作成と指導のうえで)
をあげている。
① 本単元は,部 落問題 を焦点にして くらしを高めるために人hが 力をあわせてきた事実を理
解させるのがねらいである。
そのあ り方は,地 域の問題や実態によって異なる。また,地 域の生活に大きな変革をもた
　 む 　 　 む り 　 　 る 　 　
らした協力の事実(た とえば水道施設,診 療所,遊 園地の設置の事実)な ど,地 域の生活の




が,地 域のひとたちの生活とどのように結びついて,住 みよくなっているのか,ま たどんな
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問題がさらにあるのかを追求 しなければならない。ひとびとのくらしや地域の課題解決の過
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・e・ ・ ・
程が学習内容と結びついているのであるから,問 題によっては,住 宅問題,健 康問題,教 育
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・s・ ・ ・
問題を堀 り下げ追求してい くことが当然考えられるし,そ れも地域の人の くらしをよくする
ための協力 とい う立場からの堀 り下げである。単なる機構いじりになってはならない。この
点から時間配当 も,各 学校によって再構成する必要がある。
③ この単元は,児 童の住む地域が学習舞台であり自分のくらし,家 庭の くらしにかかわる。
そこで現場学習や調査活動が多いので,そ れ ら単元の流れのどの位置で行 うのが有効である
かを考えてお く必要がある。
④ 現実からはなれた問題,あ るいは高次な社会問題については,学 年段階からみて適当では
　 　 　 　 　 む
ない と思われる。地域のひとびとの願いにもとづき,協 力の現実を理解 して,積 極的な協力
o・ ・ ・ ・s・s・ ・ ・ ・ ・oe・ ・e・ ・ ・e・
や,問 題 に対 して主 体 的 な態 度 や改 善 へ の 意 欲 を培 うこ とが 大切 で あ る。
傍 点筆 者
傍 点 の部 分 こ そ福 祉 教 育 ヘ ア プ ローチ す る方 法 論 上 の フ ァ ク タ ー と して注 目に値 し よ う。
と ころが,「 島根県下 のある中学校 では学校長が,教 師の授業内容(憲 法学習)に 職務命令 を 出 すとい
う事実が あった。
◇ 学習内容
1.主 題 正 しい 自己主張 、
2.主 題設定 の理 由
日本 国憲法 で保障 されてい る権利 が完全 に国民 ひと りひと りの もの とな って消化 されていない現実 に
よ くぶつか る。
国鉄な どでよ くス トライキ をす る。新 聞 ・テ レビは乗客の混乱 した ようすを報 道す る。 これによって
ふつ うの人 は,ス トライキは人 に迷惑 をかけるか らい けない ものだ,と い う感覚 が身 についてしまうか
も知れない。 とにか くス トライキについては,批 判的 な空気が強 くある。 しか し,争 議権 は憲法28条 で
認 め られた労働基本権 なのである。また,教 員 の人事異動 で,そ の理 由を当局に求めれば,校 長 はそん
なことをした ら将来 のためによ くない と言 った りす る現実 もあ る。海 土町では生活保護 を うけている家
庭がか な りある。 その ような家庭に対す る世間の 目は冷たい。そ して,そ の家庭 の人 たちは,み じめ な
思いをす る。憲法25条 の精神は どこえや らとい うところ。このよ うな環境 の中 で育 つ生徒 もい つの間 に
か権利意識 を もたないで成長 してい くよ うである。
私 は,こ のよ うな状 況か ら生徒 たちを少 しで も解放 させてやるのが,教 師 の使命 と考 えてこの主題 を
とりあげ た。
◇ 職務命令
正義が支配 する理想 の社会 をつ くるこ とは,こ れ まで も人間 が絶 えず願 ってきたこ とであるが,他 人
は とか く自己のいだ く思想 や所属 する団体 の立場 からのみ何が正義 であるかを判断 しが ちであ り,そ の
よ うな判断 か らは専制 や暴 力や過激 な感惰 も正当化 されやすい。あなた の11月12日 道徳指導案 の主題設
定 の理 由は,前 記 の誤 りをおか している との疑 いが濃 いので,11月7日 そのよ うなこ とのないよ う指示
しましたが,う け入れ られ ませんので,こ こに改 めて誤解 を まねかないよ う書 き改 めるこ とを命 じます。
昭和44年11月11日 海土 中学校長」
(「黒書 ・中教審路線の教育実 態」昭47.1日 教組)
この よ うな,指 導 案 書 きか え の職 務 命 令 が 行 な わ れ た こ とは,教 育 界 の 不 信 のひ とつ を もの
が た る もの で まこ とに残 念 で あ る 。
指 導 す る教 師 に つ い てみ る と,な ぜ,子 ど もの 問 題 意 識 を事 前 に把 握 分 析 し て,主 題 達 成 の
た め の基 礎 と しなか っ た の で あ ろ うか 。 こ こ に あげ られ て い る主 題 設 定 の理 由 は,主 題 名 にふ
さ わ し く,た しか に 国民 の基 本 的 人 権 にか か わ る,人 間 の生 きか た の うえ で の社 会 現 実 の一 側
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いっぽ う,管 理者 としての学校長の立場,主 張する点も理解できないわけではないが,お お
よそ推察 されところの当該教師 との(平 素からの)人 間関係の冷却,そ の冷たさが,管 理者の
指導上の非力 とあいまって権威的な職権行使に転移されたものとみたい。
いずれにしても,こ の事例は福祉教育をすすめてい く場合,教 師のあり方について多 く考え
させられるとい う意味においてはなはだ教訓的である。
ただここで明確にいえることは,教 師の指導観は,子 どもたちの生活のなかにしっか りと根




福祉教育とい う観点から教科書を検討 した場合,ど の教科書をとってみても決して満足でき
る内容をもりこんでいるとはいえない。事実 「高校,中 学校で使われている社会科教科書を検




一部に過ぎないとする説明,し たが って生活保護(公 的扶助)に 関 してはやや詳細であるが ,
その他の社会福祉諸法については,単 に法律の名称をあげて,そ の制定の趣旨についてきわめ
て簡単な説明があるに過 ぎない。最 も詳細なものでも,『社会保障と社会福祉』をあわせて15ペ
ージ程度であ り,他 は数ページを当てているに過 ぎない」のは,ま さに表現の形式性,内 容の
稀薄 さを物語 る以外の何ものでもない。検定制度下の教科書は,学 習指導要領の内容に則して
いることが定められている。つまり,教 科書の記述は,お よそ学習指導要領の編集内容にした
がっているからどの教科書をとってみて も犬同小異ということになる。したがって,ご く当然
のことであるが,学 習指導要領が社会福祉指向型(福 祉教育型)に 構成されていなければ,教
科書 もまた社会福祉的要素(福 祉教育的要素)の 記述に乏しいから,「 それは現行法規の内容
　 　 ゆ 　 の 　 　 　 　 　 め り 　 　 の 　 の の 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　
の解説であって,社 会福祉のニー ドないし問題の実態についての記事を欠いている。元来,社
会福祉の真実の理解は,社 会福祉問題ないしはニー ドの実態をふまえてこそ可能であり,そ こ
から社会福祉の処遇や運営の原則がいかにあるべきかの展望をもつことができるのである。こ
のような問題意識 と展望を欠いた社会福祉制度の教育は,単 に現行制度の 解説に過ぎない」
(傍点筆者)(前 出書)も のが多 く,教 科書 として異色の,個 性的なものがほ とんどみられない
のも故なしとしない。
「社会福祉のニー ドないし問題の実態について記事を欠いている」 とする批判はもっとも純
粋的 ・学問的であ り,福 祉教育内容の核心に触れるものであるが,こ のことは実は他の社会機
能の記述においても,す べてこうした形式になっていることに注 目しておきたい。それは,教
科書記述のスペースに制限があって,「 内容のじゅうぶんなとりあげ」を決定的に許さない。
46 社 会 学 部 論 叢
いっぽう,「 教科書は資料である」とする観点から,具 体的な問題事象は,単 元の学習展開の
なかで堀 り起 こされ,表 面化 し,教 材化 されるという学習指導観が存在しているわけである。
このようにみて くると,は たして,福 祉に関するすべての事項を網羅して教科書にもりこむ
ことが,問 題解決学習をすすめてい く際に,子 どもたちに 「望ましい寄与」をするかどうかは
きわめて疑問視されるところである。
(と ころが皮肉なことに,小 ・中学校の現場教師から 「思考力をつけるとか,社 会認識を深め
　 　 つ 　 ゆ
るとかいう必要はよ くわかるが,実 際問題 としてそんなことをしていたのでは時間がい くらあ
む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の
っても足らない。教科書の内容を消化するのが精一杯,そ れに進学受験対策などもあるし…」
一傍点筆者一 という声も多い。)
何れにしても,現 行教科書がもつところのさまざまな問題について 「その原因は,学 習指導
要領その ものの欠陥に由来することが指摘せられた」(前 出書)わ けで ある。 さらに 「このよ
うな教科書の欠陥に対するなんらかの対策 を講ずることが必須の条件 とならざるを得ない。す









みたら,老 人問題をとりあげている個所はわずか一か所 しかなかった。これは大きな誤 りだ。
教育の一環 として扱っていけば冷えきった親子関係を新 しいかたちで回復できるのではないだ
ろうか」(塚 本 哲一昭.46.3.1読 売 「71年の対話」社会保険庁伊部英男長官と一)と する指i摘にもみ
られるとお り,補 完資料あるいは副読本提供の必要を痛感する。このため,教 育実践家は もと
よ り,教 育委員会,教 育 ・社会福祉の学識経験者,社 会福祉協議会などの協力によるプロジ ェ
クトが期待 されるところである。
B,道 徳 に お け る実 践 性 の 啓 培
本 来,道 徳 は,「 生 き た人 間 の 行 為 」 の 恒 常 的 持 続 か ら創造 され る もの であ る と考 え る。
道 徳 の 時 間 にお い て,道 徳 的 心 情 ・判 断 力 を養 お うとす るの も この ため の 基礎 づ く りに寄 与
す る もの で な け れ ば な ら ない 。 こ の た め,道 徳 教 育 にか け られ た期 待 は 大 きい 。 しか し,現
行 の道 徳 が 「徳 目に よ って子 ど もた ち を拘 束 し,人 権 を中 心 と して い な い特 設 道 徳 に な っ て
い る」(小 川 太 郎)と す る批 判 もあ る よ うに,道 徳 時 間 に お い て教 師 が 徳 目を一 方 的 に 子 ど
もた ち に伝 授 す る とい う 形 の もの で は な く,ど こ ま で も,子 ど もた ちの 生 活 現 実 を とお し
て,子 ど もた ちが 主 体 的 に学 び と り自 らの な か に育 て られ る 「徳 性 」 でな け れ ば な らな い 。
(道徳教 育 を深化 させ ることは,福 祉教育 におけ る実 践性の基礎 を啓培 するこ とになる と思 われるが ・
つ ぎのよ うな内容一 学習指導要領 ・道徳一 が関連す るであろ う。
小学校
(1)生 命 を尊 び,健 康 を増 進 し,安 全 の保持 に努 める。
(3)身 の まわ りを整理 ・整 とんし,環 境 を美 し く清潔 にする。
(9)正 を愛 し不正 を憎 み,勇 気 を もって正 しい行動 をする。
⑭ やさしい心 を もって,動 物 や植物 を愛護す る。
⑳ だれ に も親切 にし,弱 い人 や不幸 な人 をい たわ る。
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¢⇒ 自分 たちや世 のなかのために尽 くして くれる人 々に対 し,尊 敬 し感謝す る。
㈲ 偏見 をもたず,だ れに対 して も公正公平 にふ る まう。
伽 勤労の尊 さを知 る とともに,進 んで人 のためになる仕事 をす る。
鰺 公共物 をたいせつに し,公 徳 を守 り,人 に迷惑 をかけない。
㈲ 家族 の人hを 敬愛 し,よ い家庭 を作 ろ うとする。
中学校
1.生 命 を尊 び,心 身 の健康 の増進 を図 り,節 度 と調和の ある生活 をす ることに努 め る。
6.勤 労 の尊 さを知 る とともに,真 の幸福 を目ざす充実 した生 き方 を追求 しようとす る。
10・ 自己の属 するそれぞれの集団 の意義 や 目標 を理解 し,協 力 し合 って共同生 活の充実 に努 める。
12・ 公共 の福祉 を重 ん じ,社 会連帯の 自覚 を もって理想の社会の実現 を目ざす。
※数字 は,指 導要領 の内容番号 を示 す。
中学校道徳の 目標 には 「…人間性に つい ての理解 を深め るとともに,道 徳 的判 断力を高 め,道 徳的
心情 を豊か にし,道 徳的態度 におけ る自律性の確立 と実践意欲の向上 を図 るもの とする。」 と設定 さ
れている。 しか し,内 容 の取 り扱いに おいては,「 各教科お よび特別活動における道徳教育 と密接 な
関連 を図 って,特 にそれ らにおけ る道徳的実践の指導の徹底が期せ られ るよ うにす ることが必要 であ
る」 とする以外は実践指導 についての具体的配慮はみ られない。)
こ こに あ げ た諸 内 容 は,社 会福 祉 の 実践 領 域 と深 い 関連 的要 素 を含 ん で い る。 子 ど も自 ら
の 力 に よ っ て学 校 内 は も と よ り,地 域 社 会 に お い て 実践 され て こ そ 「生 き た学 習 」 と して の
道 徳 の 意義 が存 在 す る とい うもの で あ る。
デ ユル ケ ムが い うよ うに 「教 育 者 が 専 念 す べ き は,道 徳 的 エ ネル ギ ー をめ ざ め させ,発 達
させ る こ とに あ る。 な か ん ず く,自 己 を 犠牲 に供 す る献 身的 態 度 を鼓 舞 し,そ の よ うな 能 力
に,じ ゅぶ ん な糧 を与 え て や る こ とが 必 要 で あ る 。 また来 るべ き 日 には,社 会 的 理 想 の実 現
に労 を惜 し まぬ よ う,そ れ に対 す る愛 情 を子 ど もた ち に抱 か せね ば な らな い 。」 とす る 道 徳
教 育 の原 理 に注 目 し よ う。
また,「 道 徳 性 の発 露 とし て の行 為 」 の基 底 とし て存 在 す る,責 任 感 の醸 成 が重 視 され な
け れ ば な らな い。 道 徳 の時 間 は こ の こ とに じ ゅ うぶ ん力 をい た さ なけ れ ば な らな い と思 料 す
る。
親 鸞に 「念仏 は,ま ことに浄土 にむ まるるたねにてやはんべる らん,ま た地獄 にお つべ き業にてや
はんべる らん,総 じて もて存知 せざるな り。た とひ法然聖人 にすかされ まひらせ て,念 仏 して地獄 に
おちた りとも,さ らに後悔 すべか らず さふ らふ 」(歎 異抄)と あるが,こ こに,念 仏行に生 きるか れ
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域があ り,「各教科」,「道徳」とともに,子 どもの人間形成に有用な役割を果たしている。
すでにふれてきた 「福祉教育における実践性」とい う行為の基底領域は,図3(教 育課程
3領 域の関連)の 中心部分に求められるものと考える。ここで3領 域はそれぞれ独自な機能
をもつといいながらも,「 価値体系の発露 としての実践」に志向されるとき,こ の3領 域は
統合され,深 化され,発 揚するという過程論によって把握されなければならないのである。
「学校においては,各 教科,道 徳および特別活動について,相 互の関連を図 り,全 体とし
て調和のとれた具体的な指導計画を作成し,発 展的,系 統的な指導 を行なう」(中 学校学習指
導要領・第1章 総則より)教 育課程の基本原則を尊重重視しながら,「 各教科」 と 「特別活動」
の関連を考えてみたい。
たとえば,(生 活に必要な技術,衣 食住,保 育に関する技術を習得させ,生 活を合理化し,明 るく
快適にする能力および実蔟的態度形成をねらいとする)技 術 ・家庭の内容の保育の項をみると,
必 修 選 択
(1)幼 児 の身 体の発達
(2)幼 児 の遊 びを中心 とした生活
(3)幼 児 の衣生活
(4)幼 児 の食生活






(6)保 育 と環 境
※ 選択教科 については,生 徒 の進路,特 性等 を じゅ うぶ ん考慮 し,そ れぞ れの生徒に適 した教科
を履修 させるこ と。 また,こ の教科 は主 として第3学 年 での履修 を原則 とする も,地 域,学 校
の実 態および生徒 の必要 に応 じて第1学 年 か ら履修 で きる ことになってい る。
この うち,必 修(5)保 育 と環 境 との関 係 … …(A),選 択(6)保 育 と環 境 ……(Blで は,
(A)ア 幼児 の成長発達 に影響 を及 ぼす家族関係 や家庭生活 について考 えるこ と。
イ こどもの成長 のためには,あ たたかい社会環境が必要 である ことを考 えること。
(B)ア 保 育 と家庭環境
イ 保 育の社会性
ウ 乳幼児 に関する社会施 設
等 が あげ られ て い る 。
こ うし た内 容 は,福 祉 の領 域 と直 接 的 に結 びつ い てい る こ とが 理 解 で き よ う。
指 導 要 領 は,「 家 庭 実 習 を行 な う場 合 は,指 導 の効 果 が あが る よ うに綿 密 な 計 画 を立 て る
こ と」 と し て い るが,そ の フ ィール ドは必 ず し も家 庭 に のみ 求 め,家 庭 に限 定 す る もの で な
く,発 展 的 に,近 隣 の,地 域 社 会 の乳 児 施 設 や保 育 施 設,幼 稚 園 な どと の連 絡 を密 に し なが
ら,実 習 も可 能 で あ る よ うに関 係 者 は意 を払 うこ とが 肝 要 で あ る 。
こ うし て,多 くの 保 育 乳 幼 児 と接 し,プ ラ ク テ ィカル な活 動 を体 験 す る こ と に よ っ て,子
ど もの 社 会 参 加(自 己 と社 会 との かか わ りあ い,集 団 の なか にお け る役 割 分 担 の 自覚 を中 心
と し た)の 意 義 が 子 ど も自身 に よ っ て認 識 され る こ とは必 定 で あ る。
この 活 動 は い わ ゆ る教 科 の発 展,教 科 と他 領 域 の関 連 に立 っ て,特 別 活 動 の一 分 野 と し て
展 開 す る こ と もじ ゅ うぶ ん期 待 され る とこ ろ で あ る。
特別活動の,地 域社会進出についての具体的な提言をおこなうならば,筆 者はそのひとつ
を,「 クラブ活動において,保 育 クラブ,福 祉クラブなどのクラブ領域が地域の現実に即し
て,積 極的に設置されること」に求め,そ の活動を期待するものである。
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一 検 証 一
一 立 論 一
特別活動が指導要領に示す とお り,「 望ましい集団活動を通して,心 身の調和的な発達を
図るとともに,個 性を伸張 し,協 力 してよりよい 生活を築こうとする実践的態度を育て」
(小学校),「 公民 としての資質,特 に社会連帯の精神の育成……,勤 労を尊重する態度を育






これは,明 治以降の前近代的な学校(教 育)観 の保守性,閉 鎖性が継承され今 日に及んだ
歴史的現実 と理解したい。時代の進展,社 会の変動に対応する新鮮な学校(教 育)観 た
んに,経 済成長にかな う人間育成にばか り執心していないで,さ らに視野を広げて,人 間の
あり方,幸 福の追求,市 民生活の向上,ヒ ューマニズムへの思想的誘意をめざした総合的見
地か らの が確i立されなければならないことをものがたる。
何は ともあれ,こ の,指 導要領の問題点は,教 育学,教 育社会学,社 会福祉学等関係諸科
学のえい知や統一的見解が,積 極的,具 体的に指導要領に反映することを期待 して やまな
い。あわせて,「 福祉教育」とい う用語が早急に普遍化 し,市 民権をか く得することへの期
待をももつのである。
さて,こ こに,こ の特別活動のあ り方に関連したひとつの会議報告がある。以下に紹介す
ると,
※(3)特別教育活動
ア 学級(会)活 動,ホ ームル ームー これ らの活動は,小 ・中 ・高等学校 の別 によ り名称 の違 い
こそあれ,と もに,児 童生徒が所属 する学級生活の向上 と発展 をめ ざして行 な う実践活動 であ
る。したがって,こ れ らの活動 自体が学級生活におけ る福祉活動であ る。指導 にあた っては,彼
らに 自分 たちの学級生活 を向上発展 させ ようとす る意欲 を起 させ,問 題 に具体的 にと り組 ませ共
同で解決 するよ うに助言 すると ともに,ひ と りひ と りを尊重 し,彼 らが学校集団の中 で正 し く位
置 づけ られ,認 められ るよ うにした。 ※ 特別 活動のあや ま り(筆 者註)'
イ 児童(生 徒)会 活動一 前述の学級 を児童生徒会 と読 みかえ,同 様 な態度 で指導助言 した。
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ウ クラブ活動一 クラブ活動 は,自 己 の生活 を楽 し く豊 かな ものにすることをめ ざして,同 好の
集団において行なわれる活動であ り,ア,イ とは次元 を異 にした福祉活動 である。指導 にあた っ
ては,個 人の能 力が じゅうぶん生 かされるよ う,個 人差 に応 じた配慮 をするとと もに,ク ラブ自
体 の向上発展が もた らされるよ うに努め た。
e・
・ …
工 学校行事等 一 仕事の分担 と協 力によ り,ま た,福 祉に関係の深 い行事 をとお して,実 践
への意欲 を深め る配慮 をした。※※学校行事 は現在特別活動のなかに包括 されてい る。(筆者註)
オ その他学校 によ り,J・R・C,家 庭 ・農業 クラブ等 をとお しての指導 を進めた。
「社会福祉の課題と展望」昭45全国社会福祉会議 ・大会報告書一第3専 門委員会一より
というものであるが,こ のレポー トは,一 般に多 くの学校で考えているところの 「特別活動
における留意点」の域を出ておらず,た めに漸新さに欠けるうらみがあり,そ の他に も疑問




特別活動の地域進出について,提 言の第2は,地 域社会における子どもの組織化の問題 で
ある。地域教育計画の一環としての子ども会の育成がそれで,従 来,と か く上からの組織づ
くりが行なわれてきたために,組 織的な活動の発展性,系 統性が欠けていた。
この地域子 ども集団に,幼 ・小 ・中 ・高の児童生徒が積極的に参加 し,こ の集団は,地 域
社会における生活の改善や,集 団成員相互の健全な生活づ くりを体現化していくものでなけ
ればならない。
すでに周知のように,昭 和40年12月 に発表された社会開発懇談会の報告は,「 生活の場の
改善は,特 に地域社会 としての生活のあ り方に深い関連をもっている」ことに着目し,「 新
しいコミュニテ ィ意識の育成」をめざして,「 青少年団体活動などの組織化育成と助成措置







ここで,小 ・中 ・高校一貫した 「地域社会における子ども会の組織 と役割に関する基本構
想」を,小 ・中 ・高校 と,地 域社会の青少年育成関係諸団体の合同協議のうえ策定確立した
いものである。とくに,高 校生の参加 とかれらが リーダー的役割を果たすことが望 まれる。
学校内における児童会,生 徒会等の特別活動の成果が必然的,発 展的に身近なコミュニテ
ィに帰納する指導が好 ましいかたちで行なわれるならば,地 域子 ども会は決して学校教育の
延長の場 とはな り得ないであろ う。












おして,さ らに充実 したものへ と向上するわけであるが,と りわけ,基 礎的理解の分野にあ




全国社会福祉会議共通テーマ大阪社協研究委員会研究報告書一 」昭45.6.1大 阪府社協)こ とはきわ
めて重要な学習である。そして,さ らにすすんだ望 ましいかたちの研修過程においては,「社
会福祉 ニー ドの実態にもとつ く討議や社会福祉の現状に対する批判 と将来への展望を中心 と
..
す る討 議 な い しセ ミナ ー方 式 な ら び に社 会 福 祉 施 設 で の 実地 見 学 や 調査 を行 な う」(同 報
告書)こ とが 考 え られ るで あ ろ う。
※ これ もたんに見学 のみに終 ることな く,事 情が許 すか ぎ り20～30日 間の長期 にわた る施設実 習が
望 ましい,福 祉 六法に定 め られた施 設における実 習 をとお して,人 間対応 の困難 さを体認 す るであ
ろうし,自 己の教育観に加えなければな らない ものがなん であ るか を自覚す るであろ う。
実習は,な に も福祉施設に かぎらない。 もっと も好 ましいのは,都 道府県段階の社会福祉-協議会
におけ るそれであ る。 「住 民主体の福祉 」視点 に立 って,な にが教育 に要求 されてい るの か,地 域
社会 の現実的 な課題は なんであるのか,そ うした要求 や課題 に対 する行政の諸施 策は どのよ うに機
能 してい るのか,さ らに その将来への展望は……,と い った一連の福祉的問題 や解決の ためのプ ロ
セスを認識す ることは,そ の まま自己の社会認識 を深化 させ るのに,ま たその認識 に立 って教育 を
展開す るうえ で有用 な結果 を もた らす もの であ る。
以上,福 祉教育に対する若干の提言をこころみてきた。もとよ りこの教育は学校を,教 師や
子どもを,人 間変革の必然の方向にむけるわけであるから,と りくみのうえでの安易感は禁物
であってじゅうぶんなプラソニソグを必要とする。
幸いに,福 祉教育の研究指定校制度 も実現 されはじめた今 日である。今後,全 国の小 ・中 ・
高校 でこの領域の研究が着実に展開されることを期待 しないわけにはいかない。
この領域の研究に,一 定のパターソはないだけに,問 題とのとりくみは 多様であ ってよい
(む しろ,多 様でなければならないはずのものであろう)。








産業公害か ら国民の健 康や生 活環境 をまもることのたいせつ さを地域 を中心 とした具体事
例 によって理解 させ,地 域開発 と自然や文化の保護に関連 した問題 な どを とりあげ て,こ れ
らの問題 の計画的 な解決 こそ重要 であ ることを考 える。
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(3)ア,市(町,村)の 環境衛生,た とえば上下水道,じ ん あいの処理な どの問
..
題 について,以 前 に比 べて改善 され てきた状態や現在の人 々の願いを理解
す るこ と。
ウ,住 民全体の健康 や安全 を守 る活動や計画には,市(町,村)の 人 口,集
落,地 形 などが重要な条件にな っているこ とを理解す るとともに,特 にこ
・ ・ ・ ・ ・e・ ・
れ らの活動や計画には地域相互の協 力体制 も必要な ことな どを考え ること
(2)ア,県 内の地形 の慨要,お もな都 市,鉄 道 な どを 白地 図な どに 記入 しなが
ら,そ の特色 を考 えた り,県 全 体 としての人 口の分 布や移動,特 に盛 んな
産業 とその中心 とな ってい る地域 の様子 な どを調べて,自 然 に対 する積極
的なはた らきかけ,生 産 を高め るくふ うが広 く県 内各地 にみ られるこ とを
理解す ること。
(4)ウ ・現在,産 業の発展 や県民の生 活向上 を目ざ して行 なわれている開発の様
　 　 　 　
子 を調べ,そ の意義 について考え ること。
......................
(5)ア ・産業 な どによる各種 の公害か ら国民の健康 や生活環境 を守 ることが きわ
..
めて大切 であるこ とを具体的事例 によって理解 するとと もに,地 域開発 と
　 　 の 　 　 　 　 　 　
自然や文化財の保護に関連 した問題な どをと りあげ,こ れ らの問題の計画
的 な解決が重要 であるこ とを考 える。
(1)ア,家 庭 の 日常生活か ら身近な地域 の開発 や災害復 旧な どに まで,国 の政治





















小学校指導 の発展 として,国 土,日 本経済,国 民生活の特質 と公害 との関係 を把握 し,公
害防止に ついて,「 人間の基本的な生活のあ り方」 とい う観 点か ら考え る。
○ 地 理的分野 においては,人 間尊 重,地 域住 民福祉の立場 か ら国土総合開発 のあ り方 につ
いての関心 を深め る。1このため公害 と産 業開発 との相 関 を理解 し,そ の特性把握 とと もに
地域 別公害 の共通点や住 民に及ぼす影響 な どに つい て考 えをす すめ る。
○ 公民的分野 においては,社 会 問題 としての公害 防止 について働 きかける国,地 方公 共団
体,企 業のあ り方を理解 す る。 また,よ り望 ましい社会実 現に進んで寄与 しよ うとす る国
民のあ り方 について も考 え る。







工,〔 自然の特色〕 各地域の地形や気候 な どの うち,そ の地 域の生活,産 業,
自然 の災害 などと深い関係 を もってい る事象 をと りあげて,地 域の 自然 の特
色 を理解 させ る。その際,自 然に対す る人間の働 きかけが,し だいに積極 的
り 　 　 　 り 　 　
にな ってきた ことに着 目させなが ら,自 然 の もつ意義 を考え させ る。
オ,〔 資源 の開発 と産業 ・交通〕 各地域 の主 な産 業,各 種 の資源 の分布 とその
・o
開発状況な どをと りあげて,そ れ らが地域 において果 た してい る役割 やそれ
らをな りたたせてい る地 理的諸条件 について考察 させ,地 域 の特色 を理解 さ
　 　 り 　 　
せ る。 また,産 業や交通の発達 に伴 う地域 の変化,都 市 や農村 の当面 してい
る諸問題 に も着 目させ,産 業 の発展 と地域社会 の生活 の向上 についての関心
を高め る。
カ,〔人 口と居住 〕(省 略)都 市化が進む につれて人 口分布 に著 しいかたよ り









イ,〔国土 の利用〕(省 略)工 業地域の偏在,か たよった人 口分布な どに起因
する多 くの問題 に当面 してい ることに着 目させ,国 民の生活 を向上 させ るた
め には国情 に即 した総合的な計薗の もとに,国 土利用の高度化 と合理化 を進
めなければな らない ことを認識 させ る。
(2)社 会 生活
イ・〔地域社 会の生活〕 都 市 と村 落におけ る社会生 活 の特色 と相互 の 結 びつ
き,都 市の過密化 と住宅 ・交通 ・犯 罪 ・公害 な どの都市生活 の問題点,お よ
び急速 な都市化に伴 う村 落社会 の変容 とその問題点 な どの学習 を通 して,(省
略)地 域社 会の将来について考 え させ る。 また,地 域開発 のあ り方や その地
域 の人々の生活への影響 な どに着 目させ,地 域社会 の問題 も,よ り広い視野
か ら解 決す ることが必要 であるこ とを理解 させ る。
(3)経 済生 活
工・〔日本経済 の現状 と課題〕 国民生活の向上 や福祉 の増大のためには,生 産
の集 中が進 むなかでの消費者保護(省 略),お よび 産業な どに よる各種 の公
害 を防止 して,国 民 の健康の保護や生活環境 の保全 を図 ることが必要 であ る
こ とを理解 させる。 その際,人 間尊重や国民福祉の立場に立 って,国 や地 方







公害問題 については,中 学校 におけ る社 会科学習の発展な らびに拡充深 化 とい う意味 か ら,
基本的人権の尊重,地 域住民の福祉 を重視 しなが ら,公 害問題 に関す る広範 な理解 につとめ,
公正 な判断力 を養い,豊 かな人間性育成 に資 する。
科学的 ・客観的に公害の特色 を認識 させ,公 害防止について も,理 論的 な分析 の うえに立











公害 の特質に つい認識 させ るとともに,公 害の防除には,人 聞尊重,自
然的条件への配慮お よび国民福祉の立場 に立 った企業や行政 の努 力,科 学
技術の成果 の利用 ならびに国民の協力な どがたい せつ な こ とを 理解 させ
る。
国民福祉 の向上
所得 ・消費の水準や格差,成 長経 済下 の社会的消費 ・社会資本 の状況,
社 会変動な どの観点か ら,社 会 的緊張 の発生す る理由 と社会保障 の必要性
につい て理解 させ,お もな国 々の社会保 障制度に も触 れなが ら,福 祉国家
の実現について考 えさせ る。
社会環境お よび 自然環境 と人間 との関 係は,人 間の活動によ って絶 えず変化 し
てい ること,な らびにそれに伴って,国土 の再 開発や地域 空間の再構成が世界各

























1生 獺 境 を鸛 す ることが たいせつであ るこ とを理解 させ る・ 」
(2)居 住 と環境
ア,〔人 間 と自然環境〕(省 略),目 には見 えないが,人 間の生活に欠 くことの
　 　 　 　
で きない大気,ち ょっ とぐらいとい う人間の安易な気持 ちが大 気汚 染 として
生活 をおびや かしている。 大気 のよ うに 人間生活 を大 き く包ん でい る だけ
に,大 気の変化 に気が つかないが今 日の大 気汚染は長い年 月によ って汚染 の
...........






④ 都市化現象(省 略),都 心におけ る生 活,都 市化 現象のみ られ る郊外 な
ど,無 計画 に開発 を進め ると,人 為的に災害 をまね くことが多い。公害が
現在,大 きな社 会問題 とな ってい るだけに,都 市 計画のあ り方,都 市問題
・ ・ ・ ・ ・ ・e・ ・ ・
な ど,生 活環境 を整備 するとい う立場か ら考 え させ ることも必 要 で あ ろ
う。(省 略)
(4)世 界 と国家
イ,〔国土の開発 と保全〕一 資源の開発 と保 全,水 の利 用 と統制一
(省略),総 合開発はた とえその狙 いが 社会開発 を含 む ものであった とし
て も,こ のこ とばか ら連想 され る内容 は,ダ ムの建設 や発電所 の設置,海 岸
の工業地帯の造成 な ど,昭 和30年 代 の特 にその前半 の 日本 の高度成長経済 と
結びつ くもの であ る。今 日では この時代 の発展 の歪み として,種 々の公害が
発生 し,国 民の福 祉増 進 とい う立場か ら,生 産 中心 の開発 に反省が起 こ り社
会開発 とい う語が しぜんにぴ った りと響 くよ うになった。 また再開発 とい う
語 も,都 市 内部の狭 隘な道路 をひろげた り,そ の上 に高速道路 を建設 した り
するな ど,未 開拓地域の開発 ではな く,古 くか ら開 けた地域 において も新 し
い観点に立った再 開発が必要 であ るといった意味 に用 られる。(省 略),公 害
とは,大 気汚 染,騒 音,悪 臭,振 動,地 盤沈下,地 下水枯 渇,水 質汚濁 な
　 　 　 　
どが その ことばの生 まれた直接 の原因をなす もの であ るが,広 く産業公害,
の 　 　 コ 　 　 　 　
都市公害,社 会公害 な どとい う新語 も出てい る。それの意味 は,鉱 工業や交
通が開ければ開け るほ ど,ま た都市が過大化 して人 口が集 中すれば するほ ど
総 じて社会 の近代 化が進んだ といわれる地域ほ ど,そ の交通 とレ丁孝塾停伴
う公害の被害 を受 けてい るとい うことである。 また公害 とは,自 然 の破壊 で
............
あ り,公 害 か ら守 るとは,公 害 によって失 われた緑 や光 や水を とり戻 すこと
..........
であ ることな どについて,こ れを国土 の地理 にしたが い,そ の開発 と相表裏
する問題 として と り上 げてい く態度が必要 である。










させる学習の出発点は,実 生活を深 くつかませることである。身近な生活の中に見 られる
事実事象を正 しく見,習 得することの中で,差 別,不 合理,矛 盾に気づかせ,人 権に対す
る社会的認識を育て,地 域社会の進歩 と発展のために,す べてのひとびとが協力 し,努 力
することの重要 さを認識させねばならない。
本校区では,昭 和41年 頃から,部 落問題を解決しようとする地域の 人々の 活動が高ま
り,生 活改善運動の中で,公 衆浴場の改築,隣 保館の改築,児 童館の設立等の公共施設の
充実,改 善と,健 康をまもり,ま た火災や水害などの災害を防いだ りするため,診 療所,
保健所,水 防団,消 防団などの活動 をもさらによくするための,施 設や条件の整備,ま
た,道 路の改修,溝,川 の改修工事や住宅建設等の運動が進められてきた。
学級の子 どもの中には,新 しい住宅に入るもの,子 供会活動に参加するもの,児 童公園
の設立をまつものなど〆地域や自分らの生活の変化に関心と期待をもつものが多い。
「今 日は家のひっこしや」 「勉強 もできる」 「便所 も外でしな くてすむ」 「そとの景色
がよくみえる」な ど,学 級での話題 とな り,地 域の様子や,く らしのことについての,意
識が高まってきた。
そこで,部 落差別を正 しく認識 させる過程において,部 落差別の実態に目をむけさせ,
部落の低位性や諸 々の差別の現実にふれ,地 域の中にある不合理に気づかせながら,部 落
差別の実態に基づいて,そ のことが どうあらねばならないかということを,地 域の解放運
動をとおして改善事業がすすめられている姿の中から,は あくさせるとともに,昔 はどん
な状況であったか,ど んな仕事をとお して生活に堪えてきたか,ど うして積極的な運動 と
して,み んなはたち上ってきたか,部 落差別はどのようにして作 られたかなどの学習を進
め,ま た,部 落問題の認識過程として差別の本質を正し く学習するための初歩的な段階 と
して,こ の単元を設定 した。
(3)ね ら い
近所のひとびとは,健 康で,文 化的な くらしを営むために,互 いに助け合い,力 をあわ
せて活動し,努 力している事実に着目させ,そ れが自分たちの くらしを高め地域を発展さ
せるために,た いせつなことであることをわからせる。
(4)指 導計画(全8時)




1.地 域 のひ とび とが,協 力 して,互 い に生
活 を守 り,高 めている姿 に着 目す る。
2.わ たしたちの くらしの中 でみんなが困 る
ことにどんなことが ある だ ろ うか 話 し合
う。
共同水道,共 同便所,密 集住宅,せ まい
道,公 共施設等 について
1.近 所や地域の ひとびとは,く らしをたか
め,ゆ たかに するため,ど んな願 い をもち
つづけ てきたか考え る。
・お じい さんおばあ さんの子 どもの ころ
① むか しの ようす について聞 く。
② 農家の くらしの ようす を調 べ る。
③家内工業や人 々の仕事 とくらしについ
自分 の家や近所 の問題 について(具 体的 な事
実 につい て)話 しあわせ る
「児童作丈 や見聞に もついて」
くらしの上 で困 ること,火 事 の場合,病 気 の
場合,遊 び場の問題,衣 食住 に関することに
つい てと りあげ,生 活の実 態 を明 らかにとら
え させ る。
観念的な話 し合 いに走 るこ とをさけ調査,統
計や実生活 に もとつ いて,願 いを見 つめ させ
る。
◎ それぞれ話 しを聞 きにい った り調べた りし
た ことを班 ご とにまとめ て発表 し合い,生
活の中にある事実 として差別 をとらえ させ
る。















④ 火事 や病気 になった ときの こ と を 聞
く。
⑤ 水害 や伝染病 にかかったと きの こと。
⑥ その他い ろいろ調 べる。
1.そ の原 因につい て考 えるとと もにひとび
との願 いを実現 するため に努力 した先人の
業績 について考 える。
①祖 父母 や父母 の努力につい て調べ る。
(2)年表づ くり
計画 をた て,明 治,大 正,昭 和の ころに
つい てまとめ る。
1.変 って きた地域 のよ うすや くらしについ
て調 べる。
2.地 域 を見学 し,道 路 や住宅の よ うすを絵















1.診 療所 の しごとを調べ る。(診 療所 の し
ごとと健 康 との関係 をしらべ る)




・診療所 の できるまでの近所 のひ とび との
苦 しみ。
1.新 しい住宅 や施設が,ひ とび との くらし
に役 立 つて きたかについて話 し合 う。
◎ 自分 た ちの住んでいる地域の問題 に自を向
け させ る。
田や畑 を持 っている人が少ない こと,仕 事
が不安定 で収入が少 ない ことな どが原因 で
あ り,基 本 的人権が完全 に阻害 され てい る
事実(差 別)に 鋭 く学習の 目を向け させ る
こ とが大切 である。
◎部落 を解放 するために,ひ とび とは どの よ
うな苦 しい運動 をつづけて きたか を知 り,
それ らの ひとびとが生活や産業 を向上 させ
てきた ことを理解 させ る。
一 部落問題学習の前提 としての歴史
的社会的認識 を育 て る一
◎豊 かな くらしが できるためには,み んなの
施設 が必要 であ ることに気 づかせる。
◎ 公共 施設の利用,活 用のあ りさまを知 り,
近所 のひ とび との くらしや,生 活の上に役
立 ってい る事 実 を理解 させる。
あ らか じめ教師の方 で,そ れぞれ の活動の
ようすについての資料 を準備 してお くこ と
が必 要 であ る。
◎ そそ れの施設 がなんのた め につ くら れた
か,地 域 の実態 やひ とびとの願い と結 びつ
け て,そ の 目的 や社会的意味(部 落解放 と
その必要性)に ついてつか ませ る。






1.く らしをよ くす るために,ひ とび とが力
をあわせ るこ との大 切 さについ て話 し 合
う。
・ くらしを高 めるための努 力や問題 点につ
い て近所の ひとや家のひ とか ら聞 く。
・ その解決に はどうした らよいか を聞 く。
・自分た ちでできる協力の しかたや心が ま
えについ て考え る。
・ 「くら し を た しか め るた め に 」 作文 に か
く。
◎ みんなで相談 し,願 いを実現 するため,差
別 とたたかったひ とび との努力についてわ
か らせる。
解放運動の成果 につい て
◎問題点 の とりあげ方 や,解 決の仕方,そ れ
らを進 めて きたび とび との生 き方に学ぶ,
自分だけのこ とでな く近所 のひ とびとや地
域 のために努 力するこ との大切 さをわか ら
せ,生 活を高 めるための権利の 自覚 と意 欲
をもたせる。
'

